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世界中で、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックは、保健システム、経済、人々の生死、
人々やコミュニティの生活そしてウェル・ビーイング（福祉・幸福）に大きな影響を与えています。

この世界的危機は、誰もがどこにいても、質の高い手頃な価格の医療サービスを利用できるべきであることを強
く思い起こさせます。健康は基本的な人権であり、経済の繁栄と安全の基盤です。近年、G7とG20のリーダー
は、「同じコインの両面」であるユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）と健康危機管理の両方に不可欠な
強力で弾力性のある医療システムを推進しました。

2019年9月、国連ハイレベル会議（UN HLM）の「ユニバーサルヘルスカバレッジ：健康的な世界を構築するた
めに共に行動する」で、世界の指導者たちは歴史上最も健康に焦点を当てた包括的な政治宣言を支持しました。
COVID-19の危機に直面した場合、リーダーがUHCと健康緊急事態の相互関連性を認識し、UHCの取り組みを
覚えておくことは極めて重要です。

国連ハイレベル会議を前に、UHCムーブメント（政府、国会議員、市民社会、民間部門、国際機関、グローバ
ル・ヘルス・ネットワーク、アカデミアを含む）がUHCに関する主な要請（Key Asks）のもとに集結し、政治
宣言の主要な目標、取り組み、行動にその考えは反映されていました。これらのUHCに関する要請と行動は、世
界健康危機モニタリング委員会（GPMB: Global Preparedness Monitoring Board）によって2019年に発行さ
れた、世界の健康緊急事態に備えるための7つの緊急行動と相互に補強し合っています。

Key Asksと国連ハイレベル会議におけるコミットメントは、COVID-19に対応する政治指導者を導くのに役立
ちます：

1. 保健分野の域を超えた政治的リーダーシップの確保 COVID-19には、大胆な政治的決定と最高レベルでの
責任あるリーダーシップが必要です。健康危機への備えと対応は、主に政府の責任である公共財です。この
ことはUHC達成に向けた第一歩です。

2. 誰ひとり取り残さない 適切に優先順位付けされた診断・検査または治療へのアクセスを妨げる財政的、地
理的、文化的な障壁にはいかなる人も直面してはなりません。セーフティネットは、人々が感染を隔離して
感染の拡大を最小限に抑えることができるようにするために不可欠です。これらの措置は、特に、脆弱な
人々、高齢者、および基礎疾患を持つ人々のニーズに沿ったものである必要があります。

3. 規制強化と立法化 健康危機には大胆な緊急対策が必要です。透明性、包括性、説明責任は信頼を築きます。
議会と地方自治政府は、個人の権利と集団的責任のバランスをとらなければなりません。規制措置は、緊急
の革新的なソリューションを実現しながら、患者の安全を確保する必要があります。



4. ケアの質を維持 COVID-19は保健システムとサービスに大きな負担をかけています。政府は医療従事者を
保護するために特別な注意を払い、緊急の行動をとる必要があります。そうすることで、必要な医薬品や設
備が最も必要な場所で利用できるようになります。可能な限り最大限まで保健システムを保護しながらも、
緊急のニーズを満たすためにトリアージと専門医への照会に関する状況に応じたガイダンスは不可欠です。

5. より多くの投資と、より賢い投資 COVID-19は、国内投資、特に公的資金の増加（該当する場合、社会保
険含む）、および小額の小額支払いへの依存を減らすための既存のニーズを強調しています。国が外部の支
援を必要とする場合、これを調和させて断片化を減らす必要があります。政府はまた、イノベーションへの
投資を強化する必要があります（ワクチン、診断、医薬品、デジタルソリューション等を含む）。

6. 共に歩む COVID-19の影響は、健康がすべての人にとって重要な権利であることを証明しています。首尾
一貫した行動を確実にするために、国々は国際社会とともに協調しなければなりません。 G7、G20、G77、
および地域の政府間組織は、模範を示すべきです。すべてのレベルで、社会的連帯と国民の信頼が不可欠で
す。政府は、社会全体に有意義かつ透明性をもって対応する必要があります。

7. ジェンダーに公平な対応の確保 危機の際、女性と女児のニーズと権利はしばしば無視されます。初期の
データからは、女性よりも男性の方がCOVID-19による死亡が多いことが示唆されています。各国は、検査、
感染の確認、死亡に関する性別データを公に報告し、全行動を通してジェンダーについて気にするべきです。

COVID-19は、直接的または間接的に誰にでも、どこにでも影響を及ぼします。この世界的な緊急事態の際に
UHCの取り組みに向けた行動が世界の指導者をどのように導くことができるかを忘れないことは重要です。ま
た、UHCムーブメントは、最も被害を受けたコミュニティ、勇敢な政治指導者、最前線にいる医療従事者と連
帯します。
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UHC2030は、保健システム強化に関するコラボレーションを促進するマルチステークホルダープラットフォー
ムを提供することにより、UHC達成に向けた進展を加速する運動です


